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令和３年第４回定例会　議案等審議

この定例会の案件数　市長提出議案………………19件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　19件

※全ての提出議案名と採決結果は4ページに掲載しております。
　また、各会議の詳細については議事録の閲覧、インターネット中継をご覧下さい！
　https://www.city.sagae.yamagata.jp/shigikai/　寒河江市議会→議会中継・議事録

Pickup.01 より安心と安全を守る、市立病院運営を

Pickup.02 新型コロナワクチン、追加接種の体制は

　
平
成
31
年
２
月
に
公
表
し
た
寒
河
江
市
立

病
院
に
お
け
る
医
療
事
故
「
肺
疾
患
の
画
像

検
査
を
行
っ
た
際
に
、
Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
報
告

書
に
お
い
て
肺
画
像
の
下
端
に
映
っ
て
い
た

肝
臓
に
病
変
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
所
見
を
見

落
と
し
た
事
案
」に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
損
害
賠
償
額
は
７
０
０
万
円
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
金
額
は
妥
当
な
の
か
。 

答
弁　
金
額
は
、
請
求
者
と
病
院
双
方
の
代

理
人
弁
護
士
が
長
期
間
を
要
し
て
話
し
合
い
、

決
定
し
た
も
の
で
す
。
法
的
な
問
題
や
、
過

去
の
裁
判
例
等
も
踏
ま
え
検
討
さ
れ
た
適
正

な
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
の
接
種
に
向
け
た
体
制
を
整
え
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
１
億
５
６
１
３
万
７
千
円
を
追
加
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
３
回
目
接
種
の
早
期
開
始
は
検
討
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
ど
の
製
薬

会
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
の
か
。

答
弁　
県
を
通
じ
て
国
に
対
し
、
医
療
従
事

者
へ
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
先
行

接
種
の
可
否
や
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

の
入
荷
時
期
等
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
回
答
が
無
く
、

３
回
目
接
種
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
か
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
あ
り
、
実
施
す
る
場
合
に

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
等
は
未
定
で
す
。

議
員　
現
時
点
で
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
在
庫
が
あ
る
場
合
、
３
回
目

の
接
種
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
使
用
で
き
る
の
か
。

答
弁　
12
歳
到
達
者
へ
接
種
す
る
分
と
し
て

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
在
庫
を
３
回

目
の
接
種
に
お
い
て
使
用
で
き
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
県
お
よ
び
国
か
ら
の
指
示
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

議
第
55
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
第
56
号　

令
和
３
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
【
歳
出
第
４
款
中　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
】

会期　11月30日～12月15日（16日間）

このうち５つの項目についてピックアップ！ 寒河江市議会　寒河
江
市
議
会
　
寒
河市

議
会
　
寒
河
江
市

江市議会　寒河江
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Pickup.04 フローラ・SAGAEの指定管理者を決定

Pickup.03 米価下落対策で種もみ購入費を助成 

Pickup.05 迅速に支給できるよう、現金一括での給付に

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
、
寒
河
江
市
中

心
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

を
指
定
。 

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
指
定
管
理
者
の
応
募
は
、
こ
の
１
社

し
か
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。 

答
弁　
前
回
更
新
時
の
平
成
29
年
は
、
２
社

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員　
選
考
基
準
の
う
ち
「
自
主
事
業
に
よ

る
施
設
の
有
効
活
用
方
策
」
が
非
常
に
高
い

評
価
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
提
案
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
、
ほ

ぼ
毎
月
開
催
と
な
る
よ
う
な
計
画
を
提
案
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
マ
ル
シ
ェ
、
子
ど
も
の
日

の
縁
日
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
寒
河

江
神
輿
フ
ロ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
祭
り
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
仮
装
イ
ベ
ン
ト
、
音
楽
発
表
交
流
会
、

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
で
す
。

　
全
国
的
な
飲
食
店
の
営
業
自
粛
等
に
よ
る

米
価
下
落
の
影
響
を
受
け
た
水
稲
栽
培
農
家

を
支
援
す
る
た
め
、
水
田
農
業
経
営
確
立
対

策
事
業
費
２
２
９
７
万
９
千
円
を
追
加
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
こ
の
事
業
の
う
ち
、
米
価
下
落
対
策

作
付
支
援
事
業
費
補
助
金
２
１
１
１
万
２
千

円
の
具
体
的
な
内
容
と
対
象
者
数
は
。 

答
弁　
来
年
度
の
作
付
け
に
向
け
た
種
子
、

種
も
み
へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
。
対
象
面
積

は
今
年
度
の
作
付
面
積
の
実
績
値
１
０
５
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
対
象
人
数
は
今
年
度
の
実
績

か
ら
７
１
６
経
営
体
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

議
員　
支
給
要
件
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
寒
河
江
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

今
年
度
の
作
付
け
を
行
い
、
来
年
度
も
継
続

し
て
栽
培
を
行
う
方
で
、
県
並
び
に
市
で
決

め
て
い
る
面
積
配
分
を
遵
守
い
た
だ
け
る
方

と
な
り
ま
す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
10
万
円
を

支
給
す
る
費
用
と
し
て
６
億
３
６
１
０
万
７

千
円
を
追
加
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
支
給
方
法
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
が

出
て
い
る
が
、
本
市
で
は
現
金
で
の
10
万
円

一
括
支
給
と
の
こ
と
。
こ
の
方
法
を
と
っ
た

理
由
は
何
か
。

答
弁　
ク
ー
ポ
ン
な
ど
に
よ
る
支
給
は
地
元

企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

時
間
的
な
も
の
と
受
給
す
る
子
育
て
世
帯
の

利
便
性
を
考
慮
し
判
断
し
ま
し
た
。 

議
員　
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
支
給
す
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。  

答
弁　
本
市
で
は
す
で
に
保
育
料
の
多
子
世

帯
の
減
免
、
３
歳
以
上
の
副
食
費
の
無
償
化
、

小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
一
部
負
担
金
の
全
額
助
成
、
さ
が
え

っ
こ
ス
マ
イ
ル
給
付
金
等
、
所
得
制
限
を
設

け
ず
に
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
国
が
臨
時
的
に
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
所
得
制
限
は
国
の

基
準
通
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
第
68
号　
寒
河
江
市
中
心
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

議
第
56
号　

令
和
３
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
【
歳
出
第
６
款
中　
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

事
業
】

議
第
70
号　

令
和
３
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
【
歳
出
第
３
款
中　
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別

支
援
事
業
】
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議案番号 議　　案　　名 採決結果
議第52号 寒河江市教育委員会委員の任命について（鈴木多鶴子氏の任期満了に伴い、同氏を再任するもの） 同意（全会一致）

議第53号
寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例及び寒河江市立病院事業の管理者の給
与等に関する条例の一部改正について（山形県人事委員会の勧告等を踏まえ、特別職の期
末手当の支給月数を改定するもの）

可決（全会一致）

議第54号 寒河江市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について（山形県人事委員会の勧告
を踏まえ、一般職の期末手当の支給月数を改定するもの）

可決（賛否表参照）

議第55号 損害賠償の額を定めることについて（損害賠償の額を確定するため、議会の議決を求めるもの） 可決（全会一致）

議第56号
令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第６号）（ふるさと納税の寄附増加に伴うまちづくり基
金への積立金12億円、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種に向けた体制整備のための新
型コロナウイルスワクチン接種事業費１億5,613万７千円等、合計13億9,803万７千円を追加） 可決（全会一致）

議第57号
令和３年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第２号）（山形県人事委員会勧告を踏まえ
た一般職の期末手当の支給月数の改定による給与等経費の調整や介護認定審査会共同設
置特別会計への繰出金等、合計1,076万１千円を減額）

可決（全会一致）

議第58号 令和３年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第１号）（介護認定審査会
の審査判定会議の開催件数減少に伴い介護認定審査会運営費の報酬等111万円を減額） 可決（全会一致）

議第59号 令和３年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号）（医療事故に係る損害賠償金700万円を追加） 可決（全会一致）

議第60号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について（不妊治療に係る通院
等を特別休暇に加えるため、所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第61号 寒河江市企業立地等の促進に関する固定資産税課税免除条例の一部改正について（寒河江
市企業立地等の促進に関する固定資産税課税免除条例の適用期間を３年間延長するもの） 可決（全会一致）

議第62号 寒河江市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
（関係法令の一部改正等に伴い、電磁的記録による手続きに関する規定の追加等、所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第63号
寒河江市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について（関係法令の一部改正に伴い、電磁的記録による手続きに関する規定の
追加等、所要の改正をするもの）

可決（全会一致）

議第64号 寒河江市医療費支給に関する条例の一部改正について（関係法令の一部改正に伴い、未婚
のひとり親について所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第65号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について（関係法令の一部改正に伴い、出産育児一
時金について所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第66号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について（関係法令の一部改正に伴い、未就学児
に係る国民健康保険税均等割額の減額等について所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第67号 寒河江市営住宅条例の一部改正について（陵南アパートの新築に伴い、所要の改正をするもの） 可決（全会一致）

議第68号 寒河江市中心市街地活性化センターに係る指定管理者の指定について
（フローラ・ＳＡＧＡＥに係る指定管理者の指定を行うため、議会の議決を経るもの）

可決
（全会一致）

議第69号 寒河江市屋内多目的運動場に係る指定管理者の指定について（チェリーナさがえに係る指
定管理者の指定を行うため、議会の議決を経るもの） 可決（全会一致）

議第70号
令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第７号）（新型コロナウイルス感染症の影響を受け
ている子育て世帯を支援するための子育て世帯等臨時特別支援事業費６億3,610万７千円
等、合計６億4,027万７千円を追加） 可決（全会一致）

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果

議員氏名 

 議案番号

國
井　
輝
明

太
田　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

太
田　
芳
彦

阿
部　
　
清

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

柏
倉　
信
一

木
村
寿
太
郎

伊
藤　
正
彦

議第54号 ※ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○は賛成、×は反対、※議長は採決に加わらない。

　
11
月

８
日　

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
意
見

交
換
会

11
日　

 

山
形
県
市
議
会
議
長
会
第
１

４
６
回
定
期
総
会

15
日　

 

会
派
代
表
者
会
議
、厚
生
文

教
常
任
委
員
会
協
議
会

16
日　

 

福
島
県
鏡
石
町
議
会
視
察
団
来
寒

18
日　
議
会
広
報
委
員
会

19
日　

 

議
員
懇
談
会
、意
見
交
換
会

報
告
会
、議
会
改
革・活
性
化

検
討
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　

 

第
４
回
定
例
会（
〜
12
月
15

日
）、ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟
役

員
会
、議
会
広
報
委
員
会

　
12
月

３
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

９
日　

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
協
議

会
、厚
生
文
教
常
任
委
員
会

協
議
会

13
日　

 

山
形
県
森
林・林
業・林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟・連
絡
協

議
会
定
期
総
会
及
び
研
修
会

14
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、議
会
運

営
委
員
会
協
議
会
、議
会
広

報
委
員
会

15
日　

 

議
員
懇
談
会
、議
会
改
革・活

性
化
検
討
委
員
会

17
日　

 

山
形
県
市
議
会
議
長
会
県
知

事
及
び
県
議
会
議
長
へ
の
要

望
活
動

21
日　

 

市
議
会
と
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会

23
日　
議
会
広
報
委
員
会

　
１
月

７
日　
議
会
広
報
委
員
会

11
日　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　

 

議
員
懇
談
会
、議
会
改
革・活

性
化
検
討
委
員
会

26
日　
議
会
広
報
委
員
会

28
日　

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
行
政

調
査

令和３年第４回定例会

Ｐ２参照

Ｐ２～３参照

Ｐ３参照

Ｐ３参照

提出議案と採決結果

11月５日～
２月３日　
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一般質問
①
負
担
が
大
き
い
国
民
健
康
保
険
税
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
半
額
に
で
き
な
い
か
。

市
長　
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
広

域
化
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

市
町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要

も
あ
り
単
独
で
の
軽
減
は
難
し
い
で
す
。

し
か
し
、
全
国
市
長
会
を
通
し
て
軽
減

割
合
の
拡
大
等
に
つ
い
て
、
国
に
対
し

て
要
望
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
外
出
自
粛
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
中

止
な
ど
生
活
習
慣
の
変
化
や
施
設
の
利

用
制
限
で
運
動
不
足
と
な
り
、
体
力
及

び
免
疫
力
低
下
に
よ
る
感
染
症
の
重
症

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

①
児
童
生
徒
の
体
力
テ
ス
ト
結
果
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
長　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年

度
と
比
較
し
ま
す
と
、
小
中
学
生
と
も

に
、
俊
敏
性
と
持
久
力
、
走
力
に
お
い

て
劣
る
結
果
と
な
り
、
加
え
て
小
学
生

に
つ
い
て
は
、
腹
筋
の
回
り
に
あ
る
筋

肉
の
持
久
力
と
投
げ
る
力
も
劣
っ
て
い

ま
し
た
。

②
老
朽
化
し
た
野
球
場
と
陸
上
競
技
場

の
改
修
・
新
設
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

②
さ
が
え
っ
こ
ス
マ
イ
ル
応
援
事
業
を

拡
大
し
、
中
学
校
入
学
時
も
応
援
金
の

支
給
は
で
き
な
い
か
。    

市
長　
経
済
的
な
事
情
で
就
学
が
困
難

な
方
を
対
象
と
し
て
、
就
学
援
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
は
、
今
後
も
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
な

の
か
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
子
ど
も
の
夢
や
希
望
を
叶
え
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
本
市
独
自
に
給
付

型
奨
学
金
を
創
設
で
き
な
い
か
。  

教
育
長　
給
付
を
受
け
る
学
生
の
生
活

基
盤
が
卒
業
後
も
市
外
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
か
ら
、
市
の
財
源
を
活
用

し
た
給
付
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
民
と

合
意
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
、
他
市
町
村
や
日
本
学
生
支
援
機

構
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

燃
料
の
値
上
げ
に
対
し
て
の
上
乗
せ

支
援
を

　
灯
油
購
入
費
助
成
金
の
上
乗
せ
は
で

き
な
い
か
。 

市
長　
灯
油
価
格
の
高
止
ま
り
が
、
非

課
税
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
家
計

を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、
助
成
金
の
増

額
支
援
と
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
困
窮
し

た
世
帯
等
に
も
拡
大
し
た
支
援
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

市
長　
両
施
設
と
も
整
備
方
針
を
固
め
、

整
備
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
上
で
、
個
別

施
設
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
、

殊
に
陸
上
競
技
場
は
学
校
の
あ
り
方
な

ど
も
含
め
、
市
有
地
の
有
効
活
用
等
を

総
合
的
に
検
討
し
、
具
体
的
な
方
向
性

を
示
し
、
後
期
行
動
計
画
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
「
労
働
者

協
同
組
合
」
の
支
援
と
啓
発
を

①
３
人
以
上
で
誰
で
も
設
立
で
き
、
新

た
な
働
き
方
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
に
啓
発
を
行
う
べ
き
だ
。

市
長　
先
進
的
な
全
国
各
地
で
の
事
例

な
ど
を
参
考
に
、
本
市
で
取
り
組
め
る

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
十
分
に
調

査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
に
対

す
る
研
修
の
機
会
な
ど
幅
広
く
検
討
し

啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

②
さ
く
ら
ん
ぼ
農
家
の
担
い
手
確
保
や

耕
作
放
棄
地
利
活
用
な
ど
の
組
合
に
事

業
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
長　
さ
く
ら
ん
ぼ
期
の
労
力
不
足
や

耕
作
放
棄
地
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
と
捉

え
対
策
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
よ

り
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
先
進
地

で
の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に
し
、
県

の
動
き
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

さ
が
え
っ
子
の
夢
を
育
む
野
球
場
・

陸
上
競
技
場
の
整
備
を

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

老朽化で早期整備が要望
されている市野球場

安心して子どもを育てられる環境を

太田　陽子
議員

渡邉　賢一
議員
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一般質問
　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
現
在
12
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

①
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
促
進
の
た
め
、
行

政
側
が
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
呼
び

か
け
を
す
る
な
ど
の
手
助
け
は
で
き
な

い
か
。

市
長　
老
人
ク
ラ
ブ
は
任
意
の
団
体
で

す
の
で
、
行
政
側
か
ら
加
入
を
強
制
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
活
動
内
容
の
紹

介
や
加
入
の
お
知
ら
せ
を
載
せ
る
等
、

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
の
た
め
、
事

業
の
計
画
、
実
施
等
で
も
う
一
歩
踏
み

①
防
犯
カ
メ
ラ
が
な
い
施
設
に
つ
い
て

は
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
犯
罪
の
未
然
防
止
や
抑
止
に
効

果
が
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
に
対

す
る
意
識
が
大
変
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
導
入
促
進
を
図
る
必
要
性

が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
具

体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
他
の
自

治
体
等
の
有
効
例
を
参
考
と
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
護
身
用
の
道
具
が
な
い
施
設
に
つ
い

て
は
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
護
身
用
品
は
、
あ
く
ま
で
相
手

と
戦
う
も
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
時

間
を
稼
い
で
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
手

段
と
し
て
有
効
な
道
具
で
す
の
で
、
整

備
を
図
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
関
係

す
る
施
設
な
ど
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
非
常
通
報
装
置
の
導
入
や
導
入
補
助

は
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　
保
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
国
の

補
助
制
度
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
他

込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い
か
。 

市
長　
市
の
職
員
等
が
出
向
き
講
話
や

体
操
等
を
す
る
「
高
齢
者
の
た
め
の
出

前
講
座
」
を
活
動
の
一
つ
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
魅
力
あ
る
取
り

組
み
を
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

史
跡
慈
恩
寺
の
効
果
的
な
整
備
を 

「
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
」
効
果
を
活
か
し
た

史
跡
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。

①
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
〜
本
堂
境
内
〜
拝
観

の
人
流
の
傾
向
と
今
後
の
対
策
は
。

市
長　
10
月
７
日
か
ら
10
日
に
実
施
し

た
現
地
調
査
の
結
果
、
慈
恩
寺
テ
ラ
ス

来
館
者
の
69
％
が
本
堂
境
内
に
、
そ
の

内
45
％
が
拝
観
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
今
後
は
本
山
と
連
携
し
た

魅
力
的
な
事
業
展
開
が
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
慈
恩
寺
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
と

し
て
、
箕
輪
か
ら
の
農
道
両
側
の
側
溝

蓋
か
け
や
、
市
道
認
定
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
寒
河
江
中
央
幹
線
農
道
は
農
耕

用
車
両
等
の
往
来
に
対
応
し
た
造
り
で

す
が
、
慈
恩
寺
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し

て
整
備
策
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
市

道
認
定
は
、
基
準
に
則
っ
た
構
造
か
、

整
備
し
た
県
の
指
導
を
仰
い
で
精
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
各
施
設
に
つ
い
て
も
、
導
入
の
経
費

面
に
つ
い
て
の
支
援
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
必
要
性
に
応
じ
て
、
関
係
機
関

と
も
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

④
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
導
入
で
き

な
い
か
。

教
育
長　
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
活
用
し
た
見
守

り
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
県
内
で
は
、

米
沢
市
や
山
形
市
の
小
学
校
で
の
導
入

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
登

下
校
の
安
全
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
の
一

つ
と
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、

経
費
や
そ
の
効
果
等
、
市
と
し
て
今
後

も
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

保
育
所
や
学
校
な
ど
各
施
設
の
防
犯

対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

小学校昇降口に設置している防犯カメラ

伊藤　正彦
議員

月光　裕晶
議員

いきいき100歳体操で
いつまでも健康で元気に
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一般質問

①
陵
東
中
学
校
に
お
い
て
地
域
や
企
業

な
ど
と
連
携
し
た
学
習
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

教
育
長　
陵
東
中
学
校
で
は
、
課
題
解

決
育
成
能
力
・
情
報
活
用
能
力
・
言
語

能
力
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
た
、
「
未

来
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
行

わ
れ
、
そ
の
中
心
と
な
る
も
の
が
、
地

域
を
柱
に
し
た
探
究
型
学
習
で
す
。

②
未
来
を
育
む
教
育
か
ら
更
に
広
げ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
ど
の
よ
う
に

育
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　
今
後
、
小
中
高
大
の
連
携
や

学
校
と
企
業
と
が
連
携
し
て
探
究
的
な

学
習
の
推
進
、
放
課
後
の
学
び
や
部
活

動
へ
の
支
援
等
を
進
め
る
こ
と
で
、
学

び
の
協
働
と
深
化
を
進
め
、
さ
ら
な
る

郷
土
愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

教
育
の
推
進

①
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
授
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
活
用
状
況
は
。

教
育
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
型

①
国
の
「
通
学
路
に
お
け
る
合
同
点
検

実
施
」
に
は
、
子
ど
も
の
視
点
に
も
配

慮
す
る
よ
う
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
意
見
を
集
約
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
毎
年
４
月
に
各
学
校
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
連
携
す
る
形
で
通
学
路
の
安
全
を

点
検
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
千

葉
県
八
街
市
で
の
事
故
を
受
け
、
追
加

し
て
合
同
点
検
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

②
通
学
路
の
安
全
点
検
結
果
が
保
護
者

一
人
一
人
に
伝
わ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。 

教
育
長　
合
同
点
検
の
結
果
は
、
年
度

ご
と
、
各
学
校
の
実
施
状
況
と
対
策
内

容
を
一
覧
表
に
し
て
市
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
通
学
路
危
険
箇
所
の
要
望
事
項
へ
の

回
答
内
容
に
つ
い
て
も
広
く
周
知
す
る

よ
う
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
の
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら
な
る

利
活
用
を 

　
本
人
が
元
気
で
あ
っ
て
も
、
家
族
に

総
合
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
授

業
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

も
行
い
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

を
育
成
し
て
い
ま
す
。 　
　

②
市
内
小
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
お
よ
び
電
子
黒
板
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長　
各
教
室
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、
校
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
よ
り
高
速
な
も

の
に
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
子
黒

板
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
整
備
を
進

め
、
各
普
通
教
室
に
１
台
の
環
境
を
実

現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

体
調
不
良
者
が
い
れ
ば
登
校
で
き
な
い

今
、
端
末
を
使
っ
た
授
業
の
ラ
イ
ブ
配

信
等
も
本
市
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
校
間
や
教
員
間
の
ス
キ
ル
や
意
識
の

格
差
に
よ
っ
て
、
市
内
の
子
ど
も
達
に

学
習
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
標
準
化
へ
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
端
末
を
整

備
し
た
当
初
は
、
活
用
状
況
に
学
校
間

で
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
学

校
で
、
授
業
で
の
活
用
が
進
み
、
学
校

間
の
差
は
縮
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
本
市
で
は
、
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
支
援
員
」
を
学
校
に
派

遣
し
て
お
り
、
学
校
間
並
び
に
教
職
員 

間
の
格
差
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を
万
全
に

寒
河
江
市
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

育
む
教
育

国・地域の明日をになう子ども達に最大限の配慮を

西根小のタブレット授業

阿部　　清
議員

後藤健一郎
議員
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一般質問

①
中
央
工
業
団
地
と
し
て
立
地
し
47
年

が
経
過
。
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
現
況
は
。 

市
長　
工
業
団
地
と
し
て
の
開
発
以
降
、

拡
張
、
造
成
を
進
め
、
優
良
企
業
の
立

地
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
産
業

の
集
積
が
進
み
、
本
市
の
経
済
を
牽
引

す
る
役
割
を
果
た
し
、
就
業
の
場
を
安

定
的
に
提
供
し
、
今
後
も
活
気
み
な
ぎ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
役
割
が
高
ま
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

②
中
央
工
業
団
地
は
本
市
に
と
っ
て
も

財
政
基
盤
の
要
で
あ
る
。
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
等
）・
法
人
市
民
税
な
ど
で

年
間
の
平
均
税
収
は
い
く
ら
か
。 

市
長　
令
和
２
年
度
の
法
人
市
民
税
額

は
９
５
０
０
万
円
で
全
体
の
33
・
３
％
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
６
億
４

千
万
円
で
全
体
の
23
・
８
％
を
占
め
、

特
に
企
業
の
設
備
投
資
等
に
課
税
さ
れ

る
償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
に
お
い
て

中
央
工
業
団
地
が
占
め
る
割
合
は
42
・

５
％
と
大
変
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
米
の
概
算
金
が
大
幅
に
下
落
し
て
い

る
。
米
作
り
が
見
通
せ
な
い
こ
と
で
経

営
の
存
続
が
厳
し
い
農
家
へ
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
の
独
自
支
援
策
と
し
て
、
次

期
作
に
向
け
た
支
援
を
補
正
予
算
に
計

上
し
ま
し
た
。
米
生
産
の
維
持
は
、
毎

日
の
食
生
活
に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、

水
田
に
は
幅
広
い
役
割
が
あ
る
た
め
、

稲
作
農
家
が
、
米
生
産
継
続
に
必
要
な

施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
業
務
用
米
の
コ

メ
余
り
と
コ
メ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
昨

今
、
需
要
拡
大
に
向
け
て
青
少
年
へ
の

消
費
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
通

じ
て
、
全
国
に
向
け
て
市
産
米
の
需
要

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
青
少

年
へ
の
消
費
拡
大
は
「
第
３
次
寒
河
江

市
食
育・地
産
地
消
推
進
計
画
」に
お
い

て
、
家
庭
に
お
け
る
地
域
食
材
の
利
用

率
向
上
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

市
産
米
の
需
要
拡
大
策
を
検
討
し
ま
す
。

③
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
と
、
現
在
も

土
地
の
内
容
照
会
を
受
け
て
い
る
と
の

こ
と
。
11
月
末
で
未
分
譲
地
が
７
・
88

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、
早
い
時
期
に
新

た
な
土
地
を
求
め
、
展
開
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

市
長　
工
業
団
地
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
工
業
団
地
へ
の
展
開

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
、
産
業
用
地
可
能
性
調
査
に
お
い

て
適
地
と
さ
れ
た
工
業
団
地
西
側
等
を

第
５
次
拡
張
の
計
画
予
定
地
と
し
て
想

定
し
、
企
業
か
ら
の
引
き
合
い
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
工
業
団
地
の

造
成
に
向
け
た
各
種
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

①
空
き
店
舗
が
増
加
す
る
中
、
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

市
長　
さ
ら
な
る
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、

現
行
の
中
心
市
街
地
活
性
化
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
見
直
し
を
加
え
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
店
舗
が
少
し
で
も
増
え
、
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
商
工
会
や
関
係
団
体
等
と
と

も
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
中
心
市
街
地
の
要
と
な
る
「
フ
ロ
ー

ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
」の
利
活
用
に
つ
い
て

今
後
の
方
向
性
は
。

市
長　
来
年
度
、
寒
河
江
市
中
心
市
街

地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
利
活
用
促
進
計
画

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
す
る
民

間
の
方
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
な
ど

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
令
和
５
年
度

以
降
10
年
間
の
利
活
用
計
画
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

米
消
費
拡
大

企
業
誘
致
が
好
調
な
中
央
工
業
団
地

の
今
と
未
来 

賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
る
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

抜群の交通アクセスを誇る中央工業団地

木村寿太郎
議員

佐藤　耕治
議員
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一般質問
　
子
宮
頸
が
ん
は
国
内
で
年
間
約
１
・
１

万
人
が
罹
患
し
、
約
３
千
人
が
亡
く
な

る
疾
病
だ
。
平
成
25
年
に
開
始
し
た
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
３
カ
月
で
積
極
的

勧
奨
中
止
に
な
っ
た
が
、
厚
労
省
は
令

和
４
年
４
月
か
ら
の
再
開
を
発
表
し
た
。

①
８
年
間
の
中
止
期
間
中
の
接
種
状
況
は
。

市
長　
平
成
25
年
度
は
１
３
６
人
で
し

た
が
、
積
極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
こ
と

で
翌
年
度
か
ら
は
一
桁
の
人
数
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
元
年
度
に
国

が
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
た
た

め
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

②
４
月
再
開
時
へ
の
対
策
は
。

市
長　
13
歳
か
ら
16
歳
の
対
象
者
と
な

る
女
子
に
対
し
て
、
個
別
通
知
に
よ
る

積
極
的
な
勧
奨
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

荒
廃
農
地
問
題

　
山
際
寿
一
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

所
長
の
新
著
『
京
大
と
い
う
ジ
ャ
ン
グ

ル
で
ゴ
リ
ラ
学
者
が
考
え
た
こ
と
』
に

よ
る
と
、
地
球
の
３
割
が
陸
地
、
そ
の

33
％
が
砂
漠
と
南
極
、
31
％
が
森
林
、

36
％
は
牧
草
・
放
牧
地
・
耕
地
等
で
あ
る
。

①
本
市
内
の
荒
廃
農
地
の
現
況
は
。

農
業
委
員
会
会
長　
①
本
市
荒
廃
農
地

の
現
況
は
、「
再
生
利
用
が
可
能
な
荒

廃
農
地
」
は
約
70
％
、「
再
生
利
用
が

困
難
と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
」
は
約

30
％
と
暫
定
的
に
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

②
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
対
策
は
。

農
業
委
員
会
会
長　
令
和
３
年
度
か
ら

「
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
」
を
策
定
し

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
か
ら
は
交
付
要
件
、
事
業
内
容
の

見
直
し
や
周
知
を
拡
充
し
農
業
者
の
利

用
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

接
種
問
題

荒廃農地再生中

荒木　春吉
議員

より身近で市民に親しまれる議会を目指して
　寒河江市議会では「より身近で市民に親しまれる議会」を目指して、令和３年度より「議会だより
編集委員会」から、より幅広い活動を行う「議会広報委員会」に改め、以下のことに取り組みました。

現在の議会だよりの主な問題点
　①文字が多く読みづらい。見た目の魅力がない。
　②内容が面白くない。専門用語が多くとっつきにくい。
　③ 市民の「欲しい情報」と議員の「伝えたい情報」がマッチして

いない。
　 これらの問題点を解決するために、以下について取り組むことに
しました。

　①議会だよりの全面リニューアル（令和４年５月発行号～）
　②議会だよりモニターの設置

　議会だよりモニターは令和３年12月から設置。
　また、議会だより全面リニューアルに向けて、現在取り組み中です。

　 令和３年10月、「寒河江市議会広報広聴活動改善提案書」を議会広報
委員会から議長へ提出。以下の項目について、全議員へ提案しました。

　①議会報告会の企画・運営の改善
　②ワールドカフェ方式による意見交換会の開催
　③ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）の活用

★  「手に取ってもらえ、情報が伝わる議会だより」を目指し、
全面リニューアルの検討

★ 新たな広報・広聴活動への取り組み

寒河江市議会広報研修会
（令和３年７月21日・27日）

山形県市議会議長会『議会報研修会』
（令和３年11月５日）
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常 任 委 員 会 活 動 報 告
　本市議会では、「総務産業常任委員会」と「厚生文教常任委員会」を設置し、定例会・
臨時会に提出される議案等の審査のほか、所管する分野について調査を行っています。令
和３年中に実施した両常任委員会の主な調査活動を紹介します。

意
見
交
換
会

（
令
和
３
年
10
月
14
日
実
施
）

○
テ
ー
マ

「 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
と
今
後
に
つ
い
て
」

○
実
施
団
体

１
寒
河
江
料
理
飲
食
業
組
合

２
寒
河
江
温
泉
協
同
組
合

３（
一
社
）全
国
旅
行
業
協
会

　
山
形
県
支
部
寒
河
江
地
区
会

４ 

寒
河
江
西
村
山
地
区
ハ
イ
ヤ
ー

協
議
会
寒
河
江
支
部

　
　
※
４
団
体
合
同
実
施

　
上
記
意
見
交
換
会
終
了
後
、

総
務
産
業
常
任
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
政
策
提
言
案
を
も
と

に
、
議
会
内
で
内
容
を
協
議
し
、

昨
年
11
月
22
日
に
佐
藤
市
長
へ

政
策
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
と

と
も
に
、
第
６
波
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た

政
策
を
提
言
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

▶  去年より今年のほうが苦しい。第６波
が来てしまったら倒産する店も出てく
るかもしれない。

▶  今は従業員全員休んでもらっているが
アフターコロナの人手不足が不安。

▶  キャンセルが多いので、先々予約が入
っていても安心できない。

▶  警戒レベルが下がった時に飲食の緩和
についてのPRや情報発信をしてほしい。

▶  県の認証を受けるための改装をしてい
るが、材料不足や県の検査の遅れなど
でなかなかスピーディーにいかない。

▶  市ではワクチン接種終了者への証明書
などはどのように考えているのか。

こんな意見が出されました

１　今年度の経済支援対策（年末年始～年度末）

　⑴  紙媒体による「プレミアム商品券」
事業の実施

　⑵ 行政や各種団体による会食促進
　⑶ 警戒レベル引き下げ時の情報発信強化

２　 ウィズコロナ・アフターコロナの経
済支援対策

　⑴  国・県の経済対策への可及的速やか
な対応

　⑵  団体が実施する地域経済活性化事業
への支援

　⑶  新たな視点による観光振興

新型コロナウイルス感染症の影響に
よる市内経済支援対策への政策提言

　
市
長
へ
提
言
書
を

　
提
出
し
ま
し
た

佐藤市長へ提言書を手渡す國井議長(中央)と伊藤副議長(右)
※撮影のためマスクを外しています
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会

○
テ
ー
マ

「 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
場
合
に
必
要

と
な
る
今
後
の
行
政
支
援
等

に
つ
い
て
」

○
実
施
団
体

　

 

寒
河
江
市
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
連
絡
会

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
近

年
の
共
働
き
世
帯
増
加
等
に
よ

意
見
交
換
会

（
令
和
３
年
11
月
８
日
実
施
）

り
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ま

た
、
そ
の
分
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
現
状
把
握
や
今
後
必
要
と

な
る
行
政
支
援
等
の
検
討
の
た

め
、
上
記
団
体
と
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
う
ち
人
員
の
不
足

や
配
置
に
関
す
る
問
題
な
ど
、

即
時
に
解
決
策
を
見
出
す
こ
と

が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

今
後
本
委
員
会
と
し
て
調
査
・

研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
基
づ
き
市
内
小
中
学
校
に

整
備
を
行
っ
た
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
、
そ
の

活
用
状
況
を
確
認
す
る
た
め
寒

河
江
中
部
小
学
校
に
伺
い
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
授
業
の
様
子
を
視

察
し
ま
し
た
が
、
概
ね
ど
の
児

童
も
難
な
く
操
作
し
て
お
り
、

教
員
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
搭

載
さ
れ
た
総
合
学
習
支
援
ソ
フ

ト
「
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド
」
の
機
能

を
教
科
ご
と
に
使
い
分
け
、
そ

の
特
性
を
十
分
に
活
か
し
た
授

業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

▶  来年度もマスク、衛生用品（消毒
液等）や備品の購入費の補助を継
続してほしい。

▶  利用児童数の増加により密を避け
ることが難しく、感染リスクが高
くなっている。１学童保育の適正
規模である40人程度を維持できる
よう、施設を確保してほしい。

▶  自動水栓を学校等に整備していた
だき大変ありがたい。

▶  障がい児の保育には人員が必要と
なるが、不足している。

▶  指導員は各クラブで個別に雇用し
ているため、クラブ間で人員の移
動ができない。流動的に人員を融
通し合える体制を構築できないか。

こんな意見が出されました

　
授
業
の
視
察
終
了
後
、
市
内

小
中
学
校
に
お
け
る
活
用
状
況

に
つ
い
て
当
局
よ
り
詳
細
説
明

を
受
け
、
家
庭
学
習
で
の
活
用

や
破
損
時
の
対
応
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
児
童
の
学
習
意
欲
や
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
、
よ
り
効

果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

【授業】
▶  画像、音声、動画などを利用した児童の興味・
関心を高める授業展開

▶ 総合学習支援ソフトを用いた多様な学習方法
　 ⇒・ 児童の回答や提案等の共有による協働学習

の充実
　　 ・ 進捗確認や振り返りなど各児童の学習状況

に応じたドリル学習等

【家庭】
▶ 宿題・家庭学習
▶ 学校を休んだ際のオンライン授業参加

【その他】
▶ 端末破損時は市加入の保険により対応

小学校での主なタブレット活用事例等

　こちらの二次元バーコードを読
み込むと、市議会ホームページ内
の視察報告書が閲覧できます。

市
内
小
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
活
用
状
況
視
察

（
令
和
３
年
11
月
４
日
実
施
）
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市議会からのご案内

３月定例会の請願・陳情の締め切りは、
　２月24日(木)の正午です。

議会の傍聴について
　本会議等の傍聴については、新型コロナウ
イルス感染症の拡大状況により、ご遠慮いた
だく場合があります。また、市議会ホーム
ページでは、インターネットによる本会議等
のライブ中継、録画映像の配信を行っており
ますので、ぜひご覧ください。

令和４年度 議会だよりモニターを募集します！
　寒河江市議会では、議会だよりの充実を図るため、令和４年度も議会だよりへの提言やご
意見をお伺いする「議会だよりモニター」を募集します。皆様のご応募をお待ちしております。

主な活動内容 「さがえ市議会だより」を読み、アンケートに回答・意見を送付し返送して
いただきます。

任　　　期 【令和４年度モニター】令和４年５月１日～令和５年３月31日

対　　　象
次に掲げる要件のいずれにも該当する寒河江市民の方。 
　⑴　 議会が行う広報編集活動に深い関心を持ち、かつ、公正な社会的見識

を有する方
　⑵　国及び地方公共団体の議会の議員又は本市の職員でない方 

募 集 定 員 10人以内（応募者多数の場合は先着順となります）

申 込 方 法

申込書ダウンロード・
やまがたe申請は
こちらから

　申込書（※）に必要事項を記入いただき、郵送、ＦＡＸ、メールで下記まで
ご応募ください。やまがたe申請からも申し込みできます。
　※ 申込書は、市役所、ハートフルセンター、フローラSAGAE、文化センター等

に設置しているほか、市議会ホームページからもダウンロードできます。
【申込締切】令和４年４月15日（金）必着
【申 込 先】寒河江市議会事務局
　　　　　　〒991-8601　寒河江市中央1丁目９番45号
　　　　　　電話：0237-85-1899　ＦＡＸ：0237-86-2997
　　　　　　E-mail:gikai@city.sagae.yamagata.jp

　毎年、今年の目標を考えています。特に
誰に言うでもなく、密かに温めています。
昨年は年末に目標を達成することができま
した。密かに達成祝いをしました。
　目標を持つことは大事なことであり、歳
を重ねていくことへの挑戦にもなります。
　「親ガチャ」などと悲観せず、子どもた
ちも胸をはり、堂々と夢を語り実現できる
ように、タブレットの活用等、子どもの夢
を叶えられる一つのきっかけになればと思
いました。
　いくつになっても夢を語り、生き生きと
暮らせるよう、今年も頑張っていこうと決
意した新年でした。
　私の今年の夢は、恥ずかしいので内緒です。
 （太田）

３月定例会の日程
３月２日 本会議（議案上程、説明）
３月７日 本会議（一般質問）
３月９日 本会議（一般質問）
３月10日 本会議（補正予算・質疑）、予算

特別委員会、各委員会・分科会
３月14日 予算特別委員会、本会議（補正予算採

決、他議案質疑等）、各委員会・分科会
３月15日 各委員会・分科会
３月16日 各委員会・分科会（13:00開議予定）
３月17日 各委員会・分科会
３月23日 予算特別委員会、本会議（採決）
※特に記載がない限り、午前９時30分開会予定です。
※ 日程は変更になる場合がありますので、詳細は
議会事務局(☎85-1899)にお問い合わせください。

❖❖❖ 寒河江市議会広報委員会 ❖❖❖

編 集 後 記

委員長　荒木　春吉
副委員長　安孫子義徳
　　　　太田　陽子
　　　　月光　裕晶

後藤健一郎
佐藤　耕治
阿部　　清
沖津　一博
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